
統計から見た恵那市の現状
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1．人口

◇本市の人口は平成３０年１０月現在で４９，２２８人、平成１７年と比べると６，５３３人減少（１

１．７２％減）しており、年間約５００人づつ減少している。

◇世帯数は横ばいの状態である。

◇岐阜県及び東濃の各市においても人口は減少しており、推移を比較すると、恵那市の減少

率が一番高い。
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◇０～１４歳の子どもが減り続ける一方、６５歳以上の高齢者は増加している。１５～６４歳（生

産年齢人口）も減少が続いている。

◇若い世代が少なく、中高年層に厚みのある年齢構造となっており、今後、厚みのある中高年

層が６５歳以上となり、高齢者はさらに増加するとみられる。

出典：統計からみた恵那市の現状（岐阜県）
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◇死亡数が出生数を上回る「自然減」が続き、減少幅も大きい。

◇平成２９年の合計特殊出生率は１．４５であり、東濃５市の比較では中津川市に次いで２番

目である。

◇母親の年代別出生数の割合で３０代後半以降に出産する割合は平成１９年は１５．２％に

対し平成２９年は２９．５％と増加しており晩産化が進んでいる。
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◇社会動態では転出超過の状態が続いている。

◇Ｈ３０の転入・転出の内訳をみると、県内では「中津川市」「瑞浪市」など近隣市への転入転

出が多い。

◇県外では転入転出共に全体の約1/4が愛知県への移動である。

◇年代別、移動理由別の社会動態をみると、職業上や結婚等を理由として２０～３０代の女性
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【恵那市へ転入（H30）】 【恵那市から転出
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◇第２次総合計画では策定時の人口推計４５，１００人対し、目標人口を４７，４００人（差２，３

００人）としている。国立社会保障・人口問題研究所による推計では、推計人口４５，７００人目

標人口との差１，７００人となった。

◇今後も人口減少が進み、特に１５～６４歳（生産年齢人口）の人口減少が著しく、２０４５年に

は６５歳以上の人口とほぼ同数になると推計されている。
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産業

◇従業員数の割合では「製造業」が約３割を占める。

◇製造業に係る「製造品出荷額」は土岐市についで3番目。

◇卸売業・小売業に係る「年間商品販売額」は土岐市についで４番目。

1,282

4,047

497

1,519 1,588

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

多治見市 中津川市 瑞浪市 恵那市 土岐市

（億円） 東濃５市の製造品出荷額（製造業）

出典：平成３０年工業統計調査結果速報

1,101
480 236 188

715

1,173

833

393 609

668

2,274

1,313

629
797

1,383

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

多治見市 中津川市 瑞浪市 恵那市 土岐市

（億円） 東濃５市の年間商品販売額（卸・小売業）

卸売業 小売業

出典：平成２８年経済センサス－活動調査

建設業 製造業 卸売・小売業

飲食店・宿泊業

医療・福祉 サービス業 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割合

産業別従業員数の構成比

6.7 30.5 5.319.69.810.218.0

出典：平成２６年経済センサス－基礎調査

【従業員数合計 ２２，８７１人】

－7－



観光・交流

◇平成２９年の観光客入込客数は約３７６万人であり、横ばいの傾向である。

◇平成２９年の宿泊者数は約２２万人であり、平成２７年をピークに減少傾向にある。

◇平成２９年の観光地分類別観光客の割合をみると、恵那市では「道の駅等」で５割を占めて

いる。
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